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第１章 はじめに 

１．１ 研究の目的 

県土保全のため間伐の実行が課題であり、間伐材の利用促進が求められている。これ

までの間伐材は、修景、補助資材、構造上の強度が必要でない箇所に主に使用されてき

た。今後、間伐材の利用拡大のためには、必要な強度を有する建設構造物として利用す

るなど、新たな利用方法を確立する必要がある。 

このため、構造物の強度実験等の実施・分析により、建設構造物としての利用促進の

ための研究を行う。 

間伐材構造物は、強度が一定でない、必要な強度が確保できない、そもそも強度実験

データがない、などの理由により、建設構造物としてはほとんど利用されていない。 

間伐材の新たな利用方法を確立し、間伐材の利用拡大を図る。 

 

１．２ 研究組織 

（社）益田建設業協会（沐沐委員会）   ：工法提案、試験施工、とりまとめ 

    岐阜大学 社会基盤工学科 本城研究室 ：強度計算等 

岐阜県建設研究センター        ：積算基準、施工基準 

◇ 協  力・・・岐阜社会基盤研究所 

◇ 推  薦・・・（社）岐阜県建設業協会 

◇ 工法発案・・・酒井 且 

◇ 特許出願・・・（社）益田建設業協会・酒井 且 

                特願 2003-062276 

１．３ 研究経緯 

（社）益田建設業協会の会員は、公共事業への依存度が高く、経営体質が受身体質

となっています。そこで、意識改革を進め提案型建設業者への転換を目指しました。

岐阜県では県土保全のため、間伐の実行が課題であり、間伐材の利用促進が求められ

ていることから、人工林率が高い益田地域の間伐材の利用を目指して、新しい形での

間伐材ブロックの開発に取り組みました。更には、会員の意識を高めるため開発した

間伐材ブロックの特許申請も行いました。 

 

１．４ 研究スケジュールと研究フロー  

・平成１５年５月～６月 

間伐材の単木の曲げ強さ等材料強度、耐久性についての検討 

     擁壁の安定計算 

     地盤指示力の調査及び検討 

   ・平成１５年 7 月～10 月 

 試作品の作成  

試験施行の実施、現地検討 

   ・平成１５年１１月～１２月 

歩掛り及び施行基準の決定 

ブロックの改良 

   ・平成１６年１月～２月 

     ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成 

研究結果の取りまとめ 



 

 

 

 

 

間伐材建設構造物の強度等についての研究 取り組みフロー

大  学 建設研究ｾﾝﾀｰ 建設業協会 

研究全体のしくみの構築 

・県受託研究の全体概要 

・社会基盤研での研究項目 

事前調整 （７月） 

・岐大担当教官への事前説明               5/27 本城教授との調整 

  ・研究内容、役割分担、スケジュール等の調整 

益田建設業協会 

 

ブロックの強度検証 

情報収集 

 ・間伐材を使用した構造物事例の収集 

・ 構造計算、強度計算事例の収集 

 

構造モデルの想定 

構造モデルについて

構造計算 

 強度計算 

 必要に応じ実験 

擁壁ブロックモデル

建設構造物の強度の検証・検討・提案 

研究全体 

・間伐材利用促進 

・建設構造物の強度研究

センター(案) 

建設構造物としての

強度検証 

情報収集済み(6/5)    収集予定 
・県の基準         ・益田地域地盤強度 

・部材強度               ・構造体の諸規格 

7/15 以降 



１．５ 成果概要 

  間伐材ブロックの新製品として「沐沐ブロック」を開発した。本製品は従来の間伐材ブ

ロックより大幅に施工性がよくなっており、現場での施工人区や時間が縮減されている。

間伐材ブロックの標準タイプの決定、安定計算、暫定歩掛かり、施工要領およびＰＲパン

フレットをとりまとめた。 

 

１．５．１ 沐沐ブロック形状寸法 

（製品写真） 

 

（製品標準図） 

         標準タイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１／２タイプ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１．５．２ 組み立て状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．５．３ 間伐材ブロックの積み高とブロックの控え長 

 

積積みみ段段数数 法法    長長 控控  ええ  長長 連連  結結  木木 

２２        段段 00..9900mm 00..55mm 00..99mm 

３３        段段 11..3355mm 00..55mm 11..3355mm 

４４        段段 11..8800mm 00..77mm 00..6688mm  

11..1122mm 

１．５．４ 暫定歩掛 

 

最終型ブロック積工 防腐処理有り   １０m2当たり  

名称 形状寸法 単位 数量 単価 金額 

木製ブロック 0.72ｍ×0.36ｍ×0.27ｍ m2 10 20,061 200,610

連結木 L=0.9m D=8 ㎝ 本 52 700 36,400

世話役   人 0.13 23,400 3,042

普通作業員   人 1.25 15,800 19,750

諸雑費 労務費の合計 ％ 4 228 912

計        260,714

      



最終型ブロック積工 防腐処理無し   １０m2当たり  

名称 形状寸法 単位 数量 単価 金額 

木製ブロック 0.72ｍ×0.36ｍ×0.27ｍ m2 10 15,046 150,460

連結木 L=0.9m D=8 ㎝ 本 52 500 26,000

世話役   人 0.13 23,400 3,042

普通作業員   人 1.25 15,800 19,750

諸雑費 労務費の合計 ％ 4 228 912

計        200,164

 

１．５．５ 施工要領とＰＲパンフレット 

 

・施行要領             添付資料１ 

   ・ＰＲパンフレット         添付資料２ 

    

  

 



第２章 予備調査 
  間伐材ブロックを開発するに当たって、類似工法の有無、設計因子（地質、間伐材強度、

耐久性等）、設計方法、類似歩掛かりの調査を実施し、各種パラメーターの設定をした。 

 

２．１類似工法調査 

 

２．１．１ 文献調査 

 間伐材利用工法を整理した文献として以下のものが出版されている。 

 

（全国） 

 

間伐材で創る公共空間 ／（社）全国林業改良普及協会／２０００ 

治山事業における木材木製品使用事例集／治山技術研究会／H10 

風倒木間伐材等利用事例集／風倒木間伐材等用途開発研究会／H6 

 

（岐阜県） 

間伐材等小径木土木関連工事事例集／岐阜県／H15 

岐阜県間伐材製品／岐阜県／H15 

 

２．１．２ 類似工法の概要 

高さ１．５ｍ程度の積み高の木製土留工は、大きく分類すると丸太を組み合わせて積み上

げるタイプ（丸太積み工）と既製品ブロックを積み上げるタイプ（木製ブロック積み工）の

２種類がある。いずれの方法も森林整備必携の中に標準工法として位置づけられている。し

かしながら、現場施工に非常に手間を要するとか、製品重量が重いとか組み立てが難しいな

どの欠点がある。 

 

１）丸太積み工 

 

施工標準図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 



施工状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）木製ブロック積工（ウッドブロック） 

施工標準図 

 

施工状況写真 

 



２．２ 計算因子調査 

  間伐材ブロックによる土留工の安定計算をするに当たって、安定計算に必要なパラメー

ターとして、益田地域の地盤指示力、土質、間伐材の強度の調査を実施し、パラメーター

の設定をした。 

 

２．２．１ 地盤調査 

  １）地盤指示力 

   小坂町地内で行ったボーリングデータ等の土質試験からＮ値１２以上で十分な指示力があ

ることを確認した。 

表面付近の調査例 N 値 １２～１６ 

調査事例１ 

 

施工事例２ 

 
 



 ２）土質 

   土留工の安定計算に使われている土質、摩擦係数を岐阜県、農林水産省及び国土交通

省の採用データを調査した結果、基本的にどの設計基準でも同じパラメータを使用して

いることがわかり以下の土質及び摩擦係数等を使用することとした。 

  （調査資料） 

  道路土工・土質調査指針／日本道路協会 

  治山ダム・土留め工断面表／林業土木コンサルタント 

    

  （計算パラメーター） 

   背面土単位重量    ： １７．７ｋN／m3 

地表面傾斜角     ： １０°、２０°、３０°、３５° 

             但し、地山タイプφ＞＝β、盛土タイプφ＞β 

背面土の内部摩擦角（φ）：普通土 ３０° 

                礫質土 ３５° 

                岩 砕 ４０° 

   基礎地盤の摩擦係数（ｆ）：締まった砂質土または礫質土 ｆ＝０．６ 

               固結した砂礫層または岩盤   ｆ＝０．７ 

 

２．２．１ 間伐材調査 

 

 １）間伐材強度 

   間伐材そのものの強度を岐阜県内及び建築基準、林野庁で採用している数値を調査し

た。調査結果から乾燥材で使用する場合は、建築基準法に定める数値、間伐後間もない

次点で使用する場合は岐阜県の揖斐流域活性化センターで調査した数値を使用するこ

ととした。 

 

  強度調査 

  ・建築基準法の許容応力度 （含水率１５％未満） 

  ・木材工業ハンドブックに掲載される強度調査 

  ・揖斐流域活性化センターの強度調査結果（含水率１１５％程度） 

 

 強度情報 

 岐阜県のスギ 岐阜県のヒノキ 建築基準の 

スギ 

建築基準の 

ヒノキ 

備   考 

引張曲げ強

度 

106～120  75 90 kg/㎝ 2 

剪断強度   6 7 kg/㎝ 2 

圧縮強度   60 70 kg/㎝ 2 

ヤ ン グ 係

数 

74～78     －    － ｔ/㎝ 2 

引 き 抜 き

強度 

1.61t 1.55ｔ － － 径 10㎝間伐材・ｱﾝｶ

ｰﾎﾞﾙﾄ 

  下記参考文献及び岐阜社会基盤研究所での強度試験を元に作成しています。 

 （参考文献） 



  ※  揖斐川流域間伐材強度試験について/岐阜県・農山村整備局/H12 

  ※  岐阜県のスギ・ヒノキ強度試験/岐阜県・森林科学研究所 

 

 ２）間伐材腐朽調査 

  間伐材腐朽文献を調査し、間伐材土留め工の標準的な対応年数を設定した。 

   

  防腐処理をしないことを標準とし、耐用年数を７～１０年程度とした。 

 

 耐腐朽情報 

   岐阜県の間伐材土木構造物の腐朽調査事例（柵工の杭木 スギ・ヒノキ） 

 円柱加工

杭 

無加工杭 

乾燥土壌     ８年     ７年 

湿潤土壌     ７年     ６年 

 

   樹種別腐朽強さ例（地面に打った杭１０本の調査例） 

 スギ ヒノキ カラマツ アカマツ 辺材（樹種問わず）

強度半減期間 ６年 ８年 ６年   ４年 ２．５年 

  （参考文献） 

※ 間伐材耐久性追跡調査報告書/岐阜県・林政部 

※ 土木構造用木材の耐久性評価/岐阜県・林政部 

 

２．２．３ 設計方法調査 

土留工の安定計算方法と間伐材製品の計算実施例を調査した。土留工の安定計算としては、

重力式擁壁の安定計算を選定した。 

（調査資料） 

道路設計要領 

岐阜県林道設計指針 

岐阜県治山必携 

土地改良事業計画設計基準の手引き 

 

（土留工の分類） 

 重力式、 

自立型  地山タイプ、盛土タイプ 

 もたれ型 地山タイプ 

 

（外力） 

 土圧 地山タイプ 試行くさび法 

    盛土タイプ クーロン公式 

※ 地震荷重および落石の衝撃等の荷重は見込まない。 

 

（安全率） 

 転倒安全率 １．５以上 

 滑動安全率 １．５以上 



（間伐材土留工の安定計算例） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



２．４ 歩掛り調査 

既存の間伐材擁壁工法の施行歩掛かり調査を実施し、類似製品がないことがわかり、歩掛

かりについては作成する必要があることとし、本製品の価格目標を設定した。 

（価格目安） 

既存２次製品ブロック工法と同程度になる 

 

単価比較表      

丸太積土留工（Ａ）    １０m2当たり  

名称 形状寸法 単位 数量 単価 金額 

杭木 L=0.7ｍD=８㎝ 本 13.6 450 6,120

横木 L=2.0ｍD=10 ㎝ 本 27.3 740 20,202

控木 L=0.8ｍD=10 ㎝ 本 90.9 410 37,269

鉄線 なまし 10 kg 16.1 68 1,095

雑草木株 茎長 0,30ｍ 束 5 0 0

世話役   人 0.6 23,400 14,040

普通作業員   人 1.8 15,800 28,440

計         107,166

      

木製ブロック積工    １０m2 当たり  

名称 形状寸法 単位 数量 単価 金額 

木製ブロック 0.75×0.3 m2 10 12000 120,000

世話役   人 0.4 23,400 9,360

普通作業員   人 3 15,800 47,400

諸雑費 労務費の合計 ％ 2 568 1,135

計        177,895

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 


